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研究成果の概要（和文）：英語で診療・説明・ケアができる医療従事者、英語で発信できる医療系研究者を育成するた
め、発信型eラーニング教材を開発した。1. 診療・ケア基本英語表現  230　　2. 国際学会表現eラーニング教材開発
（A. 学会発表基本英語表現 110　 B. 国際学会研究発表動画）

全て学生にとって有益であったが、「国際学会研究発表動画」が他教材よりはるかに有益であり、国際学会発表へのモ
チベーションが大きく高まった。「本物の」国際学会の映像は学生にとって非常に大きな刺激となり、世界に発信でき
る医療系研究者を増やすことにつながると考える。この成果をもとに全国の医療系大学・研修機関にこの英語教育法を
提言する。

研究成果の概要（英文）：I have created a new original e-learning curriculum to cultivate: health-care 
professionals who can provide medical care and make clear explanations to patients in English, and 
researchers in the medical field who can present papers in English.
The new e-learning curriculum includes: 1. Basic English expressions for medical care (230 expressions) 
2.English for presenting papers. A. Basic English expressions for presenting papers (110 expressions) B. 
Video clips of oral presentations and questions taken at international conferences
The total curriculum is very applicable to medical students. Video clips of oral presentations are by far 
the most effective way to increase the motivation of medical students for presenting papers in English. 
The authentic video clips will greatly stimulate medical students and increase the number of researchers 
in the medical field who can present effective papers at international conferences. I strongly recommend 
this method of learning in Japan.

研究分野： 英語教育（ESP 医学）
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１． 研究開始当初の背景 
(1)  2011 年 1 月から「医療滞在ビザ」運用

が開始し、メディカルツーリズムが日本の
成長戦略として位置付けられ、海外から検
査・治療のため訪れる外国人患者の数が急
増することが予想される。 

(2) 日本は基礎研究のレベルは高いが臨床研
究では後進国である。(「世界からみた日
本の臨床研究」高橋希人 medicina 48-5, 
2011)  一流医学誌への掲載、国際学会で
の発表件数が世界と比べて少ない。薬学・
看護学も一部のトップレベルの研究者を
除くと世界への発信が少ない。 

(3) 代表者による科研費助成による過去の研
究により医療系大学での英語教育への要
望に応えられる充分な教育は行われてい
ないことが判明した。そこで代表者は次の
科研費助成によって、医療英語速読力を高
め、医療英語語彙 3000 語を習得するため
の e ラーニング教材を開発したが、「受信
型」のためだけの教材であった。 

 
２． 研究の目的 
英語で診療・説明・ケアができる医師・薬

剤師・看護師、英語で発信できる医学・薬学・
看護学の研究者を育成することは急務であり、
大学での英語教育への要望も強い。そこで、
英語教育を改善する一つの方法として e ラー
ニング教材を開発し、大きな成果を得たが、
前回は｢速読｣と「用語」に力点をおき、「受信
力」を養う教材であった。今回は「発信力」
を養う教材を開発することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 発信型 医療英語 eラーニング教材開発 
① 診療・ケア基本英語表現  230 

「基本表現 230」を選び、パソコン・スマ
ートフォンで学習できる教材を開発した。 
 

② 国際学会表現 e ラーニング教材開発 
A. 学会発表基本英語表現 110 
   「基本表現 110」を選び、パソコン・スマ

ートフォン教材を開発した。 
B. 国際学会研究発表動画  

医学の国内外で開催された国際学会での
口頭発表・質問の動画のなかで学生でも
理解できそうなものを選び、パソコン・
スマートフォン教材を開発した。 

 
(2)教材使用・教材評価・習熟度測定 
 上記教材を、代表者川越が英語を担当して
いる阪大・神大各医学科（非常勤校）約 140
名の学生に教材を試用・評価をさせた。 
 
４．研究成果 
(1) 発信型 医療英語 eラーニング教材開発 
① 診療・ケア基本英語表現  230 

下記の項目において現場で医療従事者が
診療・ケアで頻繁に使用する「基本表現
230」を選び、パソコン・スマートフォン

で学習できる教材を開発した。将来発信で
きるように、日本語表現（例：どうしまし
たか？）を見て学生が英語を考え（What’s 
the problem?）答を見るというものである。
英語音声も聴くことができ、繰り返し教材
の音声をリピートすることにより記憶に
定着し、これらの表現をマスターしておけ
ば、基本的な診療・ケアは英語で行えるよ
うに工夫した。 
A) 症状をきく表現 B) 生活習慣等をき
く表現 C)指示の表現 D)検査の表現 
E) 診断の表現 F)処置・助言の表現 G)
薬に関する表現  H)励ましの表現  
 

② 国際学会表現 eラーニング教材開発 
A. 学会発表基本英語表現 110 
下記の項目において国際学会で医療系研究
者が頻繁に使用する「基本表現 110」を選
び、パソコン・スマートフォンで学習でき
る教材を開発した。日本語表現（例：本日
～について発表させていただきます。）を見
て学生が英語を考え（Today I’d like to talk 
about ～）答を見るというものである。英
語音声も聴くことができ、繰り返し教材の
音声をリピートすることにより記憶に定着
し、これらの表現をマスターしておけば、
学会発表が行えるよう工夫した。 

A) 開始の表現 B)次の話題への移行の
表現 C) 説明の表現 D) スライドに関
する表現 E) 結論の表現 F) 質問に答
える表現 G) 発表を終える表現 H) ポ
スターセッションでの表現 I) パーテ
イーでの表現  
 

B. 国際学会研究発表動画  
American Heart Association Scientific 
Sessions 2012(ロサンジェルスで開催）、
Pancreas Cancer 2012（京都で開催）の日
本人と日本人以外の口頭発表・質問の映像
から医学科低学年でも理解できるものを選
び eラーニング教材にした。この際、（株）
デジタル・ナレッジの eラーニング統合ホ
スティングサービス「ナレッジデリ」を使
用した。同サービスは充実した教材作成機
能・受講機能・管理機能が備わっており簡
単に e ラーニング教材にすることができた。    

  
(2) 教材使用・教材評価・習熟度測定 
① 診療・ケア基本英語表現  230 
② 国際学会発表表現 eラーニング 

教材開発 A.学会発表基本英語表現 110 
 

「診療・ケア基本英語表現」「学会発表基本
英語表現」計 340 表現を課題として大阪大
学・神戸大学の学生に出し、後テストを行
った。さらに、教材についてのアンケート
を実施した。一例として阪大 1年 2013 年度
後期 40名の学生の評価は下記のとおりで
ある。 

 



I. 有益度   II. 教材の使いやすさ 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

神大でも評価はほとんど同じであった。自
由記載も合わせて精査すると、多くの学生
が「将来役立つ」「リスニングができる」と
評価しており内容は概ね有益であったと考
える。しかし、「使い易さ」については、パ
ソコンでは使い易いが、スマートフォンは、
いつでも学習できるという点は評価してい
たが、使いにくいという意見も多かった。
「ダウンロードの方法が煩雑である」「読み
込みに時間がかかる」「検索機能がついてい
ない」「印刷ができない」「紙教材より目が
疲れる」等、技術的なものが中心であった。
当初、学生世代は紙教材よりはるかにパソ
コン・スマートフォン教材が使い易いと考
えていたが、印刷して紙媒体でも使用でき
るようにし、さらに技術面で改良すること
が必要であることが判明した。 

 
B. 国際学会研究発表動画  

American Heart Association Scientific 
Sessions 2012、Pancreas Cancer 2012 の
中から 6名（日本人 3名、日本人以外 3名）
の口頭発表・質問の映像を e ラーニング教
材にし、学生にその中から 1 名を選び内容
全てを dictation し、発表の中から用語リ
ストを作り、学会表現リストを作成させた。 

 さらに、教材についてのアンケートを実施
した。一例として神大2年2014年後期 100
名の学生の評価は下記のとおりである。 

 
I.有益度  
II.国際学会発表へのモチベーション 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
阪大でも評価はほとんど同じであった。自
由記載も合わせて精査すると、「難しい」「専
門知識を得てからこの課題をしてほしい」
などの意見は多くあったが、大部分の学生
が大変有益であり、国際学会での発表への
モチベーションが高まった。 
 

(3) まとめ 
英語で診療・説明・ケアができる医療従事

者、英語で発信できる医療系研究者を育成
するため、発信型 e ラーニング教材を開発
した。 
 
「診療・ケア基本英語表現  230」「学会発

表基本英語表現 110」「国際学会研究発表動
画」の 3 種類の教材を開発し、全て学生にと
って有益であったが、評価を比較すると「国
際学会研究発表動画」が他教材よりはるかに
有益であり、国際学会発表へのモチベーショ
ンが高まった。 
「本物の」国際学会の映像は学生にとって

非常に大きな刺激となり、世界に発信できる
医療系研究者を増やすことにつながると考え
る。この成果をもとに全国の医療系大学・研
修機関にこの英語教育法を提言する。 
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